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ピン挙動がどう変化するかを調べたが、その目的のために vanadyl tetrakis (thiadiazole) porphyrazine 
(VOTTPz) 分子が用いられている。tetrakis (thiadiazole) porphyrazine (TTPz) 配位子は、磁性分子と
してよく研究されている phthalocyanine (Pc)に類似しているが、 配位子周辺が S および N 原子で終端
されており、化学的に活性である点が異なっている。 この VOTTPz 分子を超高真空条件で清浄化され






（別紙様式５）                                       
によって行ったものである。 吸着構造には特徴的な２つの規則構造を観察し、phaseIおよび IIと呼ぶ。
PhaseI 相においては、すべての分子が分子面を金表面に平行に吸着し、4x4 構造とよばれる





の違いにより Fano 効果に差が生じており、分子内で Fano 効果の形状に差が生じた。 このことは同時
に、近藤共鳴の観察は分子内部の空間分解能をもった化学状態の分析に用いることが可能であることを







第４章においては photochlomic 分子である spiropyran (SP) および merocyanine (MC) の変換を、ト
ンネル電流によって誘起し化学分析を行った。 photochlomic 反応は波長の異なる光の照射と、昇温を
組み合わせることで、分子の２つの状態を可逆的に変化させる現象である。ここではその SP から MC
への遷移をトンネル電子が分子に与えるエネルギーで実現している。 SP と MC の変化は STM 像では
大きくないが、その化学変化をスピン挙動で明らかにした。 SP においては近藤共鳴は観察されないが、



















分子として、フタロシアニン類似の配位子である tetrakis (thiadiazole) porphyrazine (TTPz)










同時に、フォトクロミック分子（spiropyran (SP) と merocyanine (MC)）を SMM 分子と
組み合わせることによって、原子的な分子操作でその SMM スイッチングを確認している。  
これらの実験は、自立して研究活動を行うに必要な高度の研究能力と学識を有するこ
とを示している。Hou Jie の博士論文は、博士(理学)の学位論文として合格と認める。  
